
このたびはAX-BE635Nをお買上げいただき、誠にありがとうございます。
組立て・ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。
なお、この取扱説明書には保証書がついています。
お読みになられたあとも、大切に保管してください。

組立・取扱説明書 保証書付 保管用

収納式電動リクライニングベッド
（Wファンクション）
AX-BE635N

製造番号
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リクライニング操作中に異臭（こげ臭
い）を感じたり、その他異常を感じたら
直ちにリモコンの操作を中止し、電源プ
ラグを抜いておいてください。
販売店にご相談ください。

長時間使用しないときやお出かけの際は
誤作動や事故を防ぐため、電源プラグを
コンセントから抜いてください。
思わぬ事故や破損がおきるおそれがあります。

電源プラグを抜くときはコードを持たず
先端のプラグを持ってください。
コードの断線につながり、事故や破損・感
電の原因になります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コ
ンセントがゆるいときは使用しないでく
ださい。
感電、発火、ショートの原因になります。

禁止

モーターやリモコン、コードなどは破損
した状態で使用しないでください。
火災などの原因になります。禁止

安全上のご注意

本製品やリモコンの分解、改造、修理は
危険ですので絶対にしないでください。
故障や修理は販売店にご相談ください。分解

禁止

警告

濡れた手で電源プラグの抜き差しはしな
いでください。
感電の原因になります。禁止

たこ足配線など定格を超える使い方や
交流100V以外では使用しないでくだ
さい。
発熱、火災などの原因になります。

禁止

必ず
守る

電源プラグのほこりは定期的に取り除い
てください。
火災、ショートの原因になります。

必ず
守る

ベッドの下にもぐり込まないでくださ
い。
ケガをするおそれがあります。

必ず
守る

お子様や意思表示のできない方にリモコ
ンを絶対触らせないようにしてくださ
い。
思わぬ事故が起きるおそれがあります。

組立の前やご使用前には、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みになって、正しくお使いく
ださい。
お読みになった後は必ず大切に保管しておいてください。

禁止を促す記号

絵表示の意味
本取扱説明書内に表示している注意事項は、ベッドを安全にお使いいただく上でお客様や他の人々
への危害や物的損害を未然に防止するためのものです。
内容により「警告」「注意」に区別しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。警告
この表示の欄は、「損害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想
定される」内容です。注意

禁止
強制を促す記号

必ず守る

必ず
守る

リクライニング操作中以外はリモコン部の
電源スイッチを切ってください。
思わぬ事故が起きるおそれがあります。

電源プラグ
を抜く

電源プラグ
を抜く

電源プラグ
を抜く
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機械油など油成分や化学薬品などの成分が浮
遊している場所では使用しないでください。
事故が起きるおそれがあります。禁止

ベッドの上で飛び跳ねたりしないでください。特にお子
様などがトランポリン遊びをしないようにしてください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。禁止

ストーブまたは可燃性の物や火気の近く
では使用しないでください。
事故や火事になるおそれがあります。禁止

本製品は一般家庭用です。業務用および本来の
目的以外では使用しないでください。また、本
製品は介護用および医療用ではありません。
事故になるおそれがあります。

禁止

注意

組立時のご注意

使用上のご注意

必ず
守る

ベッドはラグなどの上に設置してください。
畳やフローリング（木製床）などにキズを
つけるおそれがあります。

必ず
守る

ベッドは突起物のない、平らな場所に設
置してください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。

必ず
守る

ベッドの設置は壁や家具などから十分な
距離を取ってください。
壁や家具などキズを付けるおそれがあります。

必ず
守る

ベッドを移動させるときは、必ず大人の方がおこ
なってください。また、移動時はキャスターの回
転方向にも注意して、ゆっくり移動してください。
フローリング（木製床）などをキズつけるお
それがあります。

必ず
守る

ベッドを長期間閉じておく場合は転倒
に注意してください。
思わぬ事故や破損がおきるおそれがあります。

必ず
守る

本製品はシングルベッドです。お一人で
使用してください。また、体重が90kg
以上の方は使用しないでください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。

●リモコンの操作は、必ず大人の方が行ってください。
また、周囲にお子様やペットなどがいないことを確認して行ってください。
思わぬ事故の原因になります。
●うつ伏せや横向きの状態でご使用のとき、背もたれを上げないでください。
事故やケガのおそれがあります。
●背部リクライニング部分や足部フットアップ部分に、腰を掛けたり座ったりして作動させないでください。
故障の原因や事故、ケガのおそれがあります。

●本説明書をよく見て、あらかじめ内容を把握してから組立ててください。
●組立は大人の方が説明書に従って組立ててください。
●手をケガしないよう必要に応じて手袋をしてください。
●組立作業はフローリング（木製床）などにキズが付かないように、商品を梱包している
ダンボールケースの上で行ってください。
●組立の際は、近くにお子様やペットがいないか十分に注意してください。
●組立の際は、手や指をはさまないよう十分に注意してください。

リクライニング操作中は各フレームとマット
の間に体の一部を置かないでください。
ケガをするおそれがあります。はさみこみ

注意

組立中・ベッドの開閉中に指などを挟まな
いように十分注意してください。
ケガをするおそれがあります。はさみこみ

注意

ヘッドボードの上に乗ったり座ったり
しないでください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。禁止

ベッドを踏み台にしたり、重いものを
載せたりしないでください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。禁止

背部や足部を上げた状態のとき、背部・
足部の上で立ち上がらないでください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。禁止
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フットフレーム

グリップスペーサー

ACアダプター
（安全ネットの内部にあります）

各部の名称
組立前にこの完成図をよく見て、あらかじめ組立完了状態を把握しておいてください。

前面

背面

足側

頭側

足部フットアップマット

頭部リクライニングマット

キャスターアングル

キャスターフレーム

キャスター
センターフレーム

ヘッドボード

リモコンジャック

サポートクリップ

リモコン

グリップカバー

電源プラグ
キャップ

安全ネット

グリップ（説明のため、グリップカバーの
　　　　イラストは省略しています）

ヘッドフレーム

キャスター受皿

※お子様やペットなどが入りこ
まないようにするためのもの
です。
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ワッシャー×4

グリップスペーサー×4
スプリングワッシャー×8

変形ワッシャー×8

六角穴付きボルト
(M8×100mm)×4

※ボルトの
　長さに
　注意

グリップ×2

スペーサー×2

ヘッドボード×1 六角穴付きボルト
(M8×45mm)×4

グリップカバー×2

部品一覧

六角穴付きボルト
(M8×120mm)×4

組立前に部品がすべて揃っているか、確認してください。

六角レンチ×1

グリップの取付部品

×4

キャップ

×4

キャスター受け皿

ヘッドボードの取り付け部品

取付工具

キャスター
フレームカバー
×2

キャスター
パイプ×2

スプリング
ワッシャー×4

ワッシャー×4
六角穴付ボルト
(M8×55mm)
×4
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組立手順

2
STEP

（「部品一覧」⇨P5参照）
梱包箱より部品を取り出し、すべてそろっているかを確認します

ベッド本体をゆっくり起こし
ベッドを広げます

3
STEP ベッドサイドの安全ピンを

センターパイプのストッパー
穴に差し込みます

1
STEP

組立前には必ず、P3「組立時のご注意」をお読みください。

・ベッド本体をゆっくりと起こします。

・片方の手でサポートグリップを握り、
もう片方の手でフレームの下方を握り、
外側へ広げます。

サポートグリップ

フレーム

注意

センターパイプ

安全ピン

ストッパー穴

●安全ピンはベッドの
浮き上がり防止のた
め必ず使用してくだ
さい。
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ヘッドボードを
取り付けます

キャスター受け皿は、ベッドが不意に移動しな
いためのものです。頭側か足側のいずれかの
キャスター4カ所にセットしてください。

7
STEP キャスターの下にキャスター

受け皿を敷きます

5
STEP

グリップカバーを取り付け
ます6

STEP

カバーの内側のワンタッチテープを外側から
押さえて固定してください。

4
STEP

グリップを取り付けます
・ボルトははじめは仮止めしておき、組み上がった際にしっかりと締め直してください。
・グリップは下図丸印4カ所に取り付けられます。
・グリップには左右、頭・足側の向きはありません。　　　　のどちらの方向でも
取り付けられます。

・グリップを取り付けない箇所にはキャップを取り付けます。

POINT

グリップカバー

グリップ

キャスター受け皿

使 用 工 具

六角レンチ

スプリング
ワッシャー

グリップスペーサー

グリップ

変形ワッシャー

六角穴付きボルト
(M8×120mm)

六角穴付きボルト(M8×100mm)

使用工具

六角レンチ

キャップ

ヘッドボード

ワッシャー

六角穴付きボルト
(M8×45mm)

スペーサー
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操作前には必ず、P3「使用上のご注意」をお読みください。

使いかた

リモコンの使いかた
電源プラグをコンセントに差し込みます
正しく確実に差し込んでください。

注意

●下図の、①ヘッドボードの上に乗ったり座ったりしないでください。
また、リクライニングさせている状態で②背部リクライニング部、
③足部フットアップ部分の上に乗ったり座ったりは絶対にしないでください。

　故障や、思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

リモコン

電源
スイッチ

電源の入/切を切り換える

入側にスライドすると電源が入ります。

切側にスライドすると電源が切れます。

背部を上げる

背部を下げる

足部を上げる

足部を下げる

背部

足部

●背部、足部の高さ調節時以外は、必ずリモコンの電源スイッチを切ってください。
誤操作や接触によりベッドが動き、事故の原因になります。

①

②

③
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ベッドサイドの安全ピンを
センターパイプのストッパー
穴に差し込みます

片方の手でサポートグリップを
握り、もう片方の手でフレーム
の下方を握り、外側へ広げます

注意

ベッドの閉じかた

注意

ベッドの開きかた

サポートグリップ

3
STEP

●安全ピンはベッドの浮き上がり防止
のため必ず使用してください。
また、安全ピンは特別な固定がされ
ていないため、時々ストッパー穴に
確実に差し込まれているか確認して
ください。

電源プラグがコンセントから抜けていることを確認します1
STEP

ベッド両サイドの安全ピンをセンターパイプのストッパー穴
から抜きます2

STEP

サポートグリップを握り、
ベッド中央を持ち上げます3

STEP

ベッドが上がってくると、片側の手をフレーム
に添えて、ベッドが移動しないようにして閉じ
ます。

●ベッドを閉じるときは、必ず安全ピンを抜いてください。
安全ピンを抜かずにベッドを閉じると、安全ピンやベッドのフレームが
破損することがあります。

電源プラグがコンセントから抜けて
いることを確認します1

STEP

2
STEP

センターパイプ
安全ピン

ストッパー穴

フレーム
マット

サポート
グリップ
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電源プラグがコンセントから抜けていることを確認します1
STEP

キャスターの受け皿を
取り外します2

STEP

両手でベッドを支えながら
押します3

STEP

キャスターの回転方向に注意しながら、ゆっくりと
移動してください。
・移動が終わるとベッドが動かないよう、キャス
ター受け皿（4箇所）を取り付けてください。

使いかた

ベッドの移動のしかた

注意
●移動は大人の方が行ってください。
ベッドは重量があるため、周りに十分
注意してください。また、床材の種類
によっては床にキズが付くことがあり
ます。

お手入れと保管方法

●中性洗剤を含ませた布をよく絞って拭いてください。

●乾いた布で乾拭きしてください。
●ご使用後1ヶ月程度で各部組立ネジのゆるみを点検してしっかり締めなおしてください。その後
は定期的（3ヶ月毎）に点検してください。

●保管の場所は、直射日光が長時間あたる所、ストーブの近く、多湿の所は避けてください。

マット部・パイプ・プラスチック部・グリップカバー

ヘッドボード部






